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プログラムマネージャー 山川義徳

脳情報の可視化と制御による
活力溢れる生活の実現
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今回創設する戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）及び
⾰新的研究開発推進プログラム（ImPACT）
は、我が国の未来を開拓していく上で鍵となる
「国家重点プログラム」であり、
この２⼤事業を強⼒に推進してまいります。

安倍総理⼤⾂ 第114回総合科学技術会議（平成25年9⽉13⽇）

⽇本を「世界で最もイノベーションに適した国」にする。世界中か
ら超一流の研究者を集めるため、世界最高の環境を備えた新たな
研究開発法人制度をつくります。

ＩＴやロボット、海洋や宇宙、バイオなど、経済社会を⼀変させる
挑戦的な研究を⼤胆に⽀援してまいります。

安倍総理⼤⾂ 施政方針演説（平成27年2⽉12⽇）

内閣府 ⾰新的研究開発推進プログラム（ImPACT）創設の背景
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ImPACT プログラム・マネージャー（PM)
伊藤耕三PM
「超薄膜化・強靭化「しな
やかなタフポリマー」の実
現」

合⽥圭介PM 
「セレンディピティの計画
的創出による新価値創造」

佐野雄⼆PM
「ユビキタス・パワーレー
ザーによる安全・安⼼・⻑
寿社会の実現」

佐橋政司PM 
「無充電で⻑期間使⽤でき
る究極のエコIT機器の実
現」

⼭海嘉之PM 
「重介護ゼロ社会を実現す
る⾰新的サイバニックシス
テム

鈴⽊隆領PM 
「超⾼機能構造タンパク質
による素材産業⾰命」

⽥所諭PM
「タフ・ロボティクス・
チャレンジ」

藤⽥玲⼦PM
「核変換による⾼レベル放
射性廃棄物の⼤幅な低減・
資源化」

宮⽥令⼦PM 
「進化を超える極微量物質
の超迅速多項⽬センシング
システム」

⼋⽊隆⾏PM
「イノベーティブな可視化
技術による新成⻑産業の創
出」

⼭川義徳PM
「脳情報の可視化と制御に
よる活⼒溢れる⽣活の実
現」

⼭本喜久PM 
「量⼦⼈⼯脳を量⼦ネット
ワークでつなぐ⾼度知識社
会基盤の実現」

⽩坂成功PM
「オンデマンドﾞ即時観測
が可能な⼩型合成開⼝レー
ダ衛星システム」

野地博⾏PM
「豊かで安全な社会と新し
いバイオものづくりを実現
する⼈⼯細胞リアクタ」

原⽥⾹奈⼦PM
「バイオニックヒューマノ
イドが拓く新産業⾰命」

原⽥博司PM
「社会リスクを低減する超
ビッグデータプラット
フォーム」

平成２６年６月２４日選定

平成２７年９月１８日選定



脳情報ImPACTの全体構想
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世界に先駆けた脳情報産業の創造

世界で進む医療分野を中心とした脳科学研究

日本の脳情報研究と
ロボット研究は世界トップ

0
8

デコーディング ロボティクス

手つかずの社会問題
の多くが脳と心に帰属

認知機能の低下

難しいコトづくり

情報の洪水

高齢化

サービス経済

情報社会

ニューロフィードバック

脳をシミュレートし、創薬へ。
2012年～10年約1500億円。

脳神経回路の根本研究。
2013年～10年約3000億円。

EUの取組 米国の取組

脳情報の民生分野での
モデルケース公開

脳情報サービスを育てる
イノベーションエコシステムの構築
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y = -0.6 x + 131 
R = 0.61 

70

80

90

100

110

120

130

20 30 40 50 60 70

加齢による脳の容積値変化（ｎ＝１４４名）

年齢（歳）

脳
の
容
積
指
数
（
平
均
１
０
０
、
標
準
偏
差
１
５
）

⇒脳は１年間で０．６ポイント委縮
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私の脳

２０１３年１０月（脳指数＝１０５） ２０１５年１０月（脳指数＝１０２）

⇒脳が２年間で５年間分委縮？
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脳情報のバリエーション

構造 機能

領
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

灰
白
質
の
厚
さ

機
能
的
脳
活
動

白
質
の
太
さ

脳
領
域
間
の
同
期
性

⇒先端研究では、構造から機能、さらにネットワークまで可視化
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脳の分類 脳の定量化 脳の調節

良い脳パターン

悪い脳パターン

揺れ動く自分の脳の
見える化

脳のセルフ
コントロール

望ましい脳パターン
を持つ人達

望ましくない脳パターン
を持つ人達

群間での比較

MRIニューロフィードバック

⇒医療・軍事分野では脳の制御に関する実用化が目前
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携
帯
性

携
帯
型
Ｂ
Ｍ
Ｉ

MRIニューロ
フィードバック

簡易
脳計測機

誰もが脳情報を
自由に使える社会

研究開発⽬標
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脳科学に基づいた民生分野でのモデルケース

【携帯型BMI】
脳機能の改善サービス

（１０分の１以下のコストでの
簡易ニューロフィードバック）

【汎用型脳計測】
脳機能の計測デバイス
（一般の人も手軽に扱える脳波デバイス）

【脳ロボティクス】
脳機能の向上ロボット
（様々な脳機能に適した

様々なロボット）

【脳ビッグデータ】
脳機能のエミュレーター

（計測することなく脳状態を
推定できるブレインロイド）

ATR
川人所長

大阪大学
石黒教授

京都大学
神谷教授

PM直轄

⺠⽣応⽤に向けての研究開発
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MRIをプラットフォームとしたイノベーションエコシステムの構築

【脳情報クラウド】
２０００人以上のＭＲＩデータ
（理研、京大、東大など）
企業連携による商品開発

【フィールド】
３０００人以上の実験プール
（京都、高知、大阪など）
地域連携による経済算定

【ユースケース】
１０以上のユースケース作成
（教育、サービス、倫理など）
国際連携による標準化

【脳ドッククラウド】
１万人以上の脳ドックデータ
（島根、岩手、札幌など）
脳ドック連携による検診支援

研究開発を加速するインフラ作り

理化学研究所
渡辺センター長

慶応大学
後藤准教授

脳ドック学会
小林理事長

京都大学
原教授



オープンな脳情報プラットフォーム（ＰＭ直轄）

脳情報を用いた革新的モデルケース

携帯型BMI
（ATR川人*）

＊領域の
統括技術責任者

脳情報マネジメント

脳ビッグデータ
（京大神谷*）

脳サーチエンジン
京大・ATR神谷、

東大原田

個人特性予測
ATR山下、理研北城

大分大末谷、京大水原

脳状態推定と誘導
ATR今水、田中、島津井上、

ATR須山、ＮＴＴ武本、
積水ハウス田中、岐阜大松下

ブレインロボット
ヘルスケア

ATR森本、中京大荒牧

アンドロイド
フィードバック

ATR西尾
阪大平田、NICT鈴木

対話健康支援
ロボティクス

ATR住岡、阪大中江、
東大開、阪大苧阪

＊ｲﾝﾌﾗグループ責任者

脳情報クラウド
理研渡辺、水野、東大岡ノ谷
京大阿部、村井、NICT柏岡

筑波根本,順天青木,東工小池

脳ドッククラウド
島根大小林、山口
岩手医大佐々木、

さっぽろ端

フィールド構築
慶応後藤、

京大福山、高知工大朴
慶応伊香賀、内田神経内田

ユースケース
京大原、辻本、筑波根本
東大岡ノ谷、生理研柿木

九大寺本

汎用型脳計測
（ＰＭ直轄）

ニューロテイラーメイド
生理研乾、東海光学鈴木、

ミユキ技研竹内、
日本医大小野

脳波めがね
東大生田

ＮＣＬ服部、理研入來

研究開発体制

脳ロボティクス
（阪大石黒*）

一般社団法人
ブレインインパクト

ウェル
ネス

エンパワ
メント

サイエンティフィック
アドバイザー
理化学研究所
甘利先生

12

＊グループ
責任者

国内５０の参画研究機関が参画（２０１６年４月現在）
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⼀般社団法⼈ブレインインパクト

脳情報
ImPACT

B3C準備研究会
（異業種コンソーシアム、

約３０社参加）

～現状～ ～今後～

脳情報
ImPACT

ATR

京都大学

大阪大学

・・・

研
究
委
託

直轄
研究会

ATR

京大

阪大

・・・

研
究
委
託

研究
成果

研究
リソース

意見

非営利・公益の自主運営へ

京大にオフィス設置

一般社団法人

ブレインインパクト

【標準化・倫理】
脳の健康に関する国際基準

（ＩＴU-T＆ＷＨＯ）

【共同研究・知財管理】
共同研究支援（B3C）と

HealthcareBrainチャレンジ支援

【事業化・人材育成】
脳情報の実践的ビジネススクール
（京大ＭＢＡを皮切りに他大学）

２２グループ ８グループ

理事長 山川
理事 福田（B3C事務局長）、岡
監事 朝倉、野村
顧問 原、渡辺、他若干名



脳の健康指標（αバージョン）
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全脳の容積値（縦：指数、横：年齢） 全脳の伝達効率（縦：指数、横：年齢）
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脳領域の容積値（厚さ） 神経線維の伝達効率（太さ）

解
析
方
法

Automatic Anatomical Labeling（AAL）の
１１６部位における灰白質の平均容積値を利用

投射線維・交連線維・連合線維の
４８線維における白質の平均拡散度を利用

年
齢
と
の
関
係

脳の健康指標として、年齢により指数が減少する脳領域の厚さと神経線維の太さを選定。
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【企業連携①】Healthcare Brainチャレンジの実施概要

【アイデア募集】
脳の健康につながる
製品・サービスの募集

（平成27年8月）

【アワード】
公開シンポジウムにて

脳の健康に効果があった
製品・サービスを表彰

（平成28年3月1日予定）

【実証活動】
入選アイデアから『実運用の実現性』を
踏まえ一部（5件）を１か月の実証試験

（平成27年10月～12月）

【書面審査】
『コンセプトの斬新さ』
『脳科学的可能性』

の観点から入選を決定
（平成27年10月）

解
析
・
評
価

アイデア毎
に３０名の

ＭＲＩ
脳計測

例）機能性食品

例）運動

例）健康機器

アイデア毎
に３０名の

ＭＲＩ
脳計測

【１ヶ月程度。各提案機関が実施】

Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ Ｂｒａｉｎチャレンジでは、市場に存在している民間企業の製品やサービスの中から、脳の健
康に資する可能性があるものを募集し、ＭＲＩ計測を通じて価値の再定義をする取り組みを実施。

非医療分野における
脳の健康に資すると考える
製品やサービス

例）
ダイエットのための運動が
認知機能を高める？
疲労回復のための睡眠が
社会性を高める？

【本プログラムが実施】多様な脳計測による脳情報の解析

VBM 拡散MRI 安静時機能的MRI

・・・

・・・

平成２７年度
理研、京大、東大

平成２８年度
【追加】

阪大、東工大



【企業連携②】平成２７年度Healthcare Brainチャレンジの結果

機能性食品・植物由来成分

運動・ワークショップ ウェアラブル機器

応募総数４９件 食品関連９件

アロマ６件

化合物４件 日用品６件

運動・対話６件

ライフスタイル８件

リラクゼーション３件 デジタル機器４件環境設計３件

入選
１２件

オフィス
ストレッチ
（コクヨ）

臨床美術
（凸版印刷）

健康
プログラム

（ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾗﾈｯﾂ）

卓球
（タマス）

バランス
活性乳酸菌

（サッポロ）

ビール
苦味成分

（キリン）

パプリカ
キサントフィル
（江崎グリコ）

身体拡張
HMD

（エプソン）

姿勢
センサ

（Sassor）

カラー
レンズ

（東海光学）
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ユズ精油
（アロマ協会）

アロマオイル
（鳥取大）

【優秀アイディア５件】MRIによる脳の健康への影響分析

ビール苦味成分
（キリン）

容積６０％ 線維４４％

オフィスストレッチ
（コクヨ）

容積３７％ 線維７０％

臨床美術
（凸版印刷）

容積５９％ 線維５５％

カラーレンズ
（東海光学）

容積５２％ 線維６２％＞＜＞ ＜

ﾊﾟﾌﾟﾘｶｷｻﾝﾄﾌｨﾙ
（江崎グリコ）

容積４７％ 線維４０％＞

介入前後で指標が増加
した実験参加者の割合

t検定有意確率
<0.05（両側）

脳の健康に資するアイディアを表彰すると共に、１カ月の実証による脳の健康指標への影響を分析。



【人口100万人当たりのMRI設置台数】

日本全国の設置
脳ドック認定病院；２１８拠点（2012年4月）

実施病院；５７９拠点（2013年3月）

【脳ドック検診実施病院分布】

世界一の普及率
（米国の約二倍）

設置台数；約５０００台
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【脳ドック連携①】脳ドック拠点及びMRI普及率
日本では、世界で唯一健康な人のための脳の検診施設が全国津々浦々に存在している。
その背景には、世界一の普及率を誇るMRI設置台数がある。
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【脳ドック連携②】MICCSプラットフォーム

医用画像/
検査・臨床データ

診断支援情報/
予防支援情報

画像処理基盤

①白質病変
アプリ

②DTI
アプリ

③安静時
MRIアプリ

MRIデータ

レポート

医用画像クラウド

脳情報データベース

・・・

検診/医療
/研究機関

脳ドックの画像診断支援および脳の健康維持・増進サポート

無症候性白質病変の定量化 神経線維の拡散度推定 機能的なネットワーク分析

例）脳卒中との関係 例）認知症との関係 例）精神疾患との関係

（MICCS：Medical Imaging Cloud Communication and Knowledge System）

脳ドックにおける画像診断支援及び脳の健康維持増進のサポートをクラウドを通じて提供。



ITU-T SG16 Meeting
・時期：２０１５年１０月１２日～２３日
・場所：ジュネーブ
・参加者数：約２００名の登録、日本から約４０名
・SG16マネジメントメンバ

－内藤チェア（三菱電機）／川森バイスチェア（慶応）
・対象領域

－マルチメディアに関する標準化
－WHOと連携しeHealthの標準化をリード Q28/SG16会場

国連欧州本部の前にある
ITUのTower

２０１６年３月 ： SG16,Q26,Q28 連携ラポータ会議＠日本
２０１６年５月 ： SG16会合＠ジュネーブ

その後の
取り組み

今後の進め方に関するコメント

MRIによる脳情報ではeHealthにならないのではないか

ＭＲＩだけでなくＥＥＧなども入れる方がよいのではないか

過去の経験から脳情報の難しさも理解しており本取り組みに期待

WHOのリエゾンを要請可能（ＷＨＯ側のパートナー探しが重要）

韓国からの参加者

米国コンテニュアメンバー

シンガポール政府

ＩＴＵ－Ｔカウンセラー

正式な
ワークアイテム
として承認
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現在、ＷＨＯとのリエゾンによってｅＨｅａｌｔｈをリードするＩＴＵ‐Ｔ SG16＠ジュネーブにて寄与文書を提出し、
ワークアイテムとして正式に採択。ラポーター会議＠東京を３月に実施、SG16会合を５月に実施予定。

【国際連携①】ITU-T標準化会議
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【国際連携②】MBIプラットフォーム

Multimedia Brain Information PF
【アクセス管理】

ＩＤ管理／
パーミッション管理

【交換プロトコル】
インターフェース／
通信プロトコル

【閲覧・編集言語】
データフォーマット／

メタデータ

ＭＲＩ画像撮像施設
（病院・大学など）

MRI画像解析支援者
介入手法開発組織
（企業・自治体など）

現在の脳の健康状態の把握

介入評価支援者

将来の脳の健康に対する予防

生活者はもちろんベンチャーや民間企業、病院、自治体などのステークホルダが、有機的に繋がることの
できるデータシェアリング基盤として、Multimedia Brain Information PFの国際標準化提案を行った。
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生
活
者
の
経
済
活
動

将来不安・健康不安 脳の病気活力あふれる生活

消費活動

医療費
介護費

経済活動
増加

コスト
減少

脳情報の
シェアリング

脳情報の
民間応用

脳科学研究 脳医学研究

脳・精神疾患
医療サービス

脳情報の⼆⾯市場
脳情報のシェアリングを通じた民間による健康市場を形成することで、医療政策のコストを最小化する。

脳情報を通貨とした
新しい経済システム？
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学際連携と産官学連携

社会実装

数理
科学 小型化

開発

携帯型BMI

脳ビッグ
データ

ロボ
ティクス脳ロボ

ティクス

システム
開発

脳情報

【脳情報クラウド】
理研、京大、東大、阪大、東工大など

【脳ドック拠点】
島根、岩手、北海道、秋田、福島、茨城、
兵庫、大阪、山梨、愛媛など

【フィールド】
京都、高知など

【ユースケース】
ITU,WHOなど

【まとめ】ImPACTの取り組み全体像
学際連携と産学連携による脳情報のモデルケース作りと社会実装に向けたエコシステム構築を推進中。
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脳科学 次世代AI

AI 脳情報

脳科学 次世代AI 脳情報

新たなAI研究の方向性：脳科学の知見に基づく次世代AI研究

脳情報ImPACT：脳情報をAIで解析し、脳情報産業の創出

提案：ImPACT保有の脳情報を共有し、次世代AI研究を支援

AI・脳研究WGへのご提案
現在ImPACTで蓄積している脳情報を共有することで、次世代AI研究における社会展開と脳研究への
フィードバックの二つの点で支援できると考えている。

社
会
展
開

社
会
展
開

脳研究へのフィードバック
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